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神経免疫学分野 
論文 
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日常診療と神経免疫１ Ｐ54-64・2017 年 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
B－b 

シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 0 0 1 12 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

松尾秀徳・副院長 理事長，評議員 日本アフェレシス学会 

松尾秀徳・副院長 理事，評議員 日本神経免疫学会 

松尾秀徳・副院長 代議員、診療向上委員会委員 日本神経学会 

松尾秀徳・副院長 理事 日本難病医療ネットワーク学会 

松尾秀徳・副院長 理事 日本胸腺研究会 

松尾秀徳・副院長 会長 長崎県難病連絡協議会 

松尾秀徳・副院長 県央地域保健医療対策協議会委員 長崎県 

松尾秀徳・副院長 指定難病審査会委員 長崎県 

松尾秀徳・副院長 伊万里地区難病患者支援ネットワーク委員 佐賀県 

松尾秀徳・副院長 杵藤地区難病対策地域協議会委員 佐賀県 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

松尾秀徳・副院長 厚生労働省 分担 難治性疾患等政策研究事業 
神経免疫疾患のエビデンスによる診断基

準・重症度分類・ガイドラインの妥当性と患

者 QOL の検証研究 

松尾秀徳・副院長 厚生労働省 分担 難治性疾患等政策研究事業 
スモンに関する調査研究 

 

その他 
○特筆すべき事項 
①タイ日本式血液浄化療法普及促進事業 2017,12,5-7 バンコク 
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